
家
計
の
金
融
資
産
と
税
制

︱
わ
が
国
に
お
け
る
実
証
研
究
の
動
向
︱

山

田

直

夫

一
、
は
じ
め
に

⑴

近
年
の
証
券
税
制
改
正

周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
の
家
計
の
金
融
資

産
構
成
は
現
金
・
預
金
に
偏
在
し
て
い
る
。
図
表
１
は
家

計
の
資
産
構
成
に
関
す
る
最
新
の
日
米
比
較
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
家
計
は
金
融
資
産
の
五
〇
・
〇

％
を
現
金
・
預
金
で
保
有
し
て
お
り
、
株
式
・
出
資
金
は

わ
ず
か
一
二
・
二
％
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
米
国
で
は

現
金
・
預
金
の
割
合
は
一
二
・
四
％
で
、
株
式
・
出
資
金

は
三
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
﹁
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
﹂
と
い
う
政
策
的
要
請
に
基
づ
い
て
、
わ
が
国
で
は

様
々
な
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
税
制
に
関
し
て
も
二
〇

〇
一
年
頃
か
ら
証
券
税
制
の
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
、
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
四
年
度
税
制
改
正
に
よ
っ
て

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
、
公
募
株
式
投
資
信
託
の

収
益
分
配
金
・
譲
渡
益
に
対
し
時
限
的
に
優
遇
税
率
が
適

用
さ
れ
た
。
こ
の
優
遇
税
率
の
適
用
期
間
は
二
〇
〇
七
年

度
税
制
改
正
に
よ
り
一
年
延
長
さ
れ
、
現
在
再
延
長
す
る

か
ど
う
か
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
金
融
商
品
間
の
税
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率
を
同
一
と
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
損
益
通
算
を
広
く
可
能

と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
金
融
所
得
課
税
の
一
元
化
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
証
券
税
制
の
改

正
が
実
際
に
家
計
の
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
与
え
る
の
か
を
知
る
に

は
実
証
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
の
知
る
限

り
、
近
年
の
証
券
税
制
改
正
に
関
す
る
実
証
分
析
は
大

野
・
林
田
︵
二
〇
〇
六
︶
の
み
で
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究

が
蓄
積
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵

マ
ル
優
制
度
の
実
証
分
析

で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
税
制
が
家
計
の
金
融
資
産
に

与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
が
全
く
な
い
か
と
い
え
ば
そ

う
で
は
な
い
。
決
し
て
数
は
多
く
は
な
い
が
、
少
額
貯
蓄

非
課
税
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
優
に
関
す
る
研
究
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
ル
優
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
の
影
響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
実
際
の
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改
正
に
よ
る
資
産
選
択
の
変
化
を
検
証
し
た
り
し
て
い

る
。ち

な
み
に
マ
ル
優
は
一
九
八
八
年
の
改
正
に
よ
り
、
高

齢
者
を
対
象
と
す
る
マ
ル
優
に
改
組
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二

〇
〇
二
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
障

害
者
等
を
対
象
と
す
る
制
度
へ
と
改
組
さ
れ
た
。

⑶

本
稿
の
目
的
と
構
成

以
上
の
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、
マ
ル
優
に
関
す
る
実
証

研
究
か
ら
近
年
の
証
券
税
制
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
実
証
研
究
が

必
要
か
、
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
マ
ル
優
制
度
に

関
す
る
邦
語
文
献
の
実
証
分
析
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
節
で
集
計

デ
ー
タ
に
よ
る
研
究
を
扱
い
、
三
節
で
個
票
デ
ー
タ
に
よ

る
研
究
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
二
、
三
節
で
は
本
稿
の
目

的
か
ら
、
通
常
の
サ
ー
ベ
イ
論
文
よ
り
は
内
容
を
詳
し
く

紹
介
し
て
い
る
。
続
く
四
節
で
は
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
を
整

理
し
、
本
稿
の
結
論
を
示
す
。
最
後
の
五
節
で
は
本
稿
の

議
論
を
概
括
す
る
。

二
、
集
計
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析

⑴

金
融
資
産
の
み
を
対
象
に
し
た
分
析

吉
野
︵
一
九
八
四
︶

吉
野
︵
一
九
八
四
︶
で
は
所
得
階
層
別
の
年
次
デ
ー
タ

を
用
い
て
金
融
資
産
及
び
貯
蓄
に
つ
い
て
需
要
関
数
を
推

定
し
、
マ
ル
優
廃
止
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
よ

り
具
体
的
に
は
、
階
層
別
の
金
融
資
産
純
増
、
預
貯
金
純

増
の
動
き
を
マ
ル
優
限
度
枠
な
ど
の
変
数
を
用
い
て
回
帰

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
家
計

調
査
と
貯
蓄
動
向
調
査
で
あ
る
。
ま
た
分
析
対
象
期
間
は

一
九
六
三
年
か
ら
一
九
八
二
年
で
あ
る
。

分
析
の
結
果
、
マ
ル
優
限
度
枠
の
拡
大
が
低
所
得
者
層
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の
金
融
資
産
純
増
、
預
貯
金
純
増
に
は
強
く
正
の
効
果
を

示
す
の
に
対
し
、
高
所
得
者
層
に
は
有
意
な
影
響
を
持
た

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
理
由
を
、

高
所
得
者
層
が
マ
ル
優
限
度
以
上
の
金
融
資
産
、
預
貯
金

を
保
有
し
て
い
る
た
め
と
し
て
い
る
。

ま
た
全
階
層
の
平
均
に
つ
い
て
も
マ
ル
優
限
度
枠
の
拡

大
は
金
融
資
産
純
増
、
預
貯
金
純
増
に
有
意
な
影
響
を
持

た
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
わ
が
国
の
家
計
の
貯
蓄
に

関
す
る
実
証
分
析
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
だ
け
で

な
く
階
層
別
の
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
精
緻
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

岩
本
他
︵
一
九
九
五
︶

岩
本
他
︵
一
九
九
五
︶
は
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
二

年
ま
で
の
わ
が
国
の
利
子
・
配
当
課
税
の
実
効
税
率
︵
異

な
っ
た
制
度
が
適
用
さ
れ
る
所
得
ご
と
に
そ
の
限
界
税
率

を
求
め
、
そ
れ
を
所
得
の
シ
ェ
ア
に
よ
っ
て
平
均
し
た
も

の
︶
を
計
測
す
る
と
と
も
に
、
一
九
八
八
年
の
利
子
課
税

改
革
︵
マ
ル
優
の
廃
止
と
源
泉
分
離
課
税
化
︶
が
世
帯
の

貯
蓄
・
資
産
選
択
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

を
検
証
し
た
。

岩
本
他
︵
一
九
九
五
︶
で
は
改
革
に
よ
り
、
平
均
的
な

世
帯
は
非
課
税
制
度
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
高

齢
世
帯
は
改
革
後
も
非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と
、

高
所
得
世
帯
の
源
泉
分
離
課
税
の
適
用
税
率
が
三
五
％
か

ら
二
〇
％
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
下

の
二
つ
の
仮
説
を
設
け
た
。

仮
説
１

高
齢
世
帯
は
平
均
的
な
世
帯
に
比
較
し
て
利
子

所
得
を
産
む
資
産
保
有
を
相
対
的
に
増
加
さ
せ

る
。

仮
説
２

高
所
得
世
帯
は
平
均
的
な
世
帯
に
比
較
し
て
利

子
所
得
を
産
む
資
産
保
有
を
相
対
的
に
増
加
さ

せ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
、
貯
蓄
動
向

調
査
の
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
デ
ー
タ
を
利
用
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し
、
高
齢
世
帯
と
そ
の
他
世
帯
の
金
融
資
産
残
高
の
差
、

高
所
得
世
帯
と
そ
の
他
世
帯
の
金
融
資
産
残
高
の
差
を
調

べ
た
。
そ
の
結
果
、
仮
説
１
を
支
持
す
る
証
拠
は
得
ら
れ

た
が
、
仮
説
２
を
支
持
す
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。

⑵

金
融
資
産
と
実
物
資
産
を
対
象
と
し
た
分
析

ホ
リ
オ
カ
︵
一
九
八
七
︶

ホ
リ
オ
カ
︵
一
九
八
七
︶
は
家
計
の
平
均
貯
蓄
率
関
数

を
推
定
し
、
マ
ル
優
制
度
が
家
計
貯
蓄
に
与
え
る
影
響
を

分
析
し
て
い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
家
計
調
査

の
都
道
府
県
庁
所
在
都
市
別
デ
ー
タ
で
、
分
析
対
象
は
一

九
八
五
年
の
勤
労
者
世
帯
で
あ
る
。

推
定
結
果
を
み
る
と
、
貯
蓄
に
対
す
る
収
益
率
︵
消
費

者
物
価
の
上
昇
率
及
び
地
価
の
上
昇
率
︶
が
貯
蓄
関
数
に

お
い
て
有
意
で
は
な
い
が
、
貯
蓄
の
資
産
別
配
分
に
は
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
貯
蓄
に
対

す
る
収
益
率
が
貯
蓄
全
体
の
水
準
に
あ
ま
り
影
響
し
て
い

な
い
︵
経
済
学
的
に
は
こ
の
こ
と
を
﹁
貯
蓄
の
利
子
弾
力

性
が
ゼ
ロ
に
近
い
﹂
と
い
う
︶
が
、
金
融
資
産
と
実
物
資

産
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
選
択
に
は
影
響
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
マ
ル
優
制
度
を
廃
止
し
た
場
合
、
貯

蓄
全
体
の
水
準
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な
い
が
、
マ
ル

優
制
度
の
対
象
に
な
る
金
融
資
産
か
ら
そ
う
で
な
い
資
産

︵
株
式
、
土
地
等
︶
へ
の
シ
フ
ト
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

小
川
︵
一
九
八
九
︶

小
川
︵
一
九
八
九
︶
は
Ｓ
Ｎ
Ａ
︵
国
民
経
済
計
算
︶
の

時
系
列
デ
ー
タ
を
用
い
、
非
課
税
貯
蓄
制
度
が
わ
が
国
の

家
計
の
貯
蓄
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

る
。ま

ず
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
八
六
年
の
二
七
年
間
の

デ
ー
タ
を
用
い
貯
蓄
関
数
の
推
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
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て
そ
の
結
果
を
元
に
一
九
八
六
年
に
非
課
税
貯
蓄
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
定
期
預
金
金
利
に
対
し
て
一
律
二
〇
％
の
分

離
課
税
が
課
さ
れ
た
場
合
の
消
費
・
貯
蓄
間
の
資
金
配
分

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
金

融
資
産
貯
蓄
と
消
費
が
減
少
し
、
実
物
資
産
投
資
が
増
加

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

続
い
て
、
家
計
の
金
融
資
産
の
需
要
関
数
を
推
定
し
て

い
る
。
そ
し
て
貯
蓄
関
数
の
推
定
結
果
と
合
わ
せ
て
、
一

九
八
六
年
に
非
課
税
貯
蓄
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
定
期
預
金

金
利
な
ど
に
一
律
二
〇
％
の
分
離
課
税
が
導
入
さ
れ
た
場

合
の
、
一
九
八
六
年
末
に
お
け
る
各
資
産
・
負
債
残
高
の

変
化
を
考
察
し
て
い
る
。
主
な
結
果
は
長
期
的
に
は
郵
便

貯
金
、
生
命
保
険
、
債
券
か
ら
株
式
、
銀
行
預
金
へ
と
資

産
選
択
形
態
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

橋
本
他
︵
一
九
八
九
︶

橋
本
他
︵
一
九
八
九
︶
で
は
各
資
産
の
収
益
率
の
変
化

が
実
物
資
産
と
金
融
資
産
と
の
間
の
資
産
選
択
行
動
に
与

え
る
影
響
を
検
討
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
資
産
課
税
の
改

革
が
も
た
ら
す
資
産
需
要
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
八
五
年

ま
で
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
︵
国
民
経
済
計
算
︶
の
年
次
デ
ー
タ
を
用

い
て
資
産
需
要
関
数
を
推
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行
い
、
資
産
課
税
の
改
革
が
も

た
ら
す
長
期
的
な
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
の
結
果
、
金
融
資
産
収
益
率

一
％
の
下
落
は
金
融
資
産
の
需
要
を
減
少
さ
せ
る
が
、
そ

の
減
少
分
以
上
に
実
物
資
産
の
需
要
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
優
廃
止
の
よ

う
な
金
融
資
産
収
益
率
の
み
を
引
き
下
げ
る
税
制
改
革
は

金
融
資
産
の
需
要
減
少
を
上
回
る
実
物
資
産
の
需
要
増
加

を
引
き
起
こ
し
、
地
価
の
高
騰
な
ど
を
招
く
危
険
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
で
は
可
処
分
所
得
の
一
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％
の
増
加
が
各
資
産
需
要
に
対
し
て
大
き
く
正
の
効
果
を

も
つ
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
八
八
年
の
改

革
で
は
マ
ル
優
廃
止
と
同
時
に
所
得
税
減
税
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
分
可
処
分
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
税
制
改
革
に
よ
り
全
体
の
資
産
需

要
も
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

福
重
︵
一
九
九
四
︶

福
重
︵
一
九
九
四
︶
は
家
計
︵
勤
労
者
世
帯
︶
の
各
資

産
に
対
す
る
需
要
関
数
を
推
定
し
、
税
制
変
更
と
家
計
の

資
産
選
択
行
動
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

推
定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
貯
蓄
動
向
調
査
で
、

推
計
期
間
は
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
二
六

年
間
で
あ
る
。
ま
た
分
析
に
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル

は
、
各
資
産
の
需
要
量
を
各
資
産
の
収
益
率
、
物
価
上
昇

率
、
及
び
所
得
に
よ
っ
て
説
明
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

福
重
︵
一
九
九
四
︶
で
は
一
九
八
九
年
の
推
計
値
を
取

り
上
げ
、
収
益
率
、
物
価
上
昇
率
及
び
所
得
が
一
％
変
化

し
た
と
き
に
各
資
産
の
需
要
量
及
び
シ
ェ
ア
が
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
か
を
計
算
し
て
い
る
。
計
算
に
よ
る
と
、
マ

ル
優
廃
止
の
よ
う
に
通
貨
性
預
金
、
定
期
性
預
貯
金
、
債

券
・
信
託
の
収
益
率
の
み
を
減
少
さ
せ
る
場
合
に
は
、
実

物
投
資
の
需
要
量
も
減
少
し
、
総
資
産
需
要
が
大
き
く
減

少
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
一
九
八
八
年
の
マ
ル
優
廃

止
以
降
、
家
計
の
消
費
支
出
が
大
き
く
増
加
し
た
の
は
こ

う
し
た
総
資
産
需
要
の
減
少
が
消
費
の
増
大
に
つ
な
が
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

三
、
個
票
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析

個
票
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
で
は
分
析
対
象
と
し
て
実
物

資
産
を
中
心
に
据
え
た
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
前
節
の

よ
う
に
分
析
対
象
資
産
で
分
類
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
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石
川
︵
一
九
八
七
︶

石
川
︵
一
九
八
七
︶
は
一
九
七
七
年
と
一
九
八
〇
年
か

ら
一
九
八
四
年
の
合
計
六
年
間
に
わ
た
る
貯
蓄
動
向
調
査

の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
わ
が
国
の
家
計
貯
蓄
に
つ
い

て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
貯
蓄
優
遇
税
制
が
家

計
貯
蓄
率
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
検
討
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
六
年
間
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ

ン

デ
ー
タ
か
ら
家
計
貯
蓄
の
利
子
弾
力
性
を
導
出
す
る
の
は

困
難
と
し
て
、
他
の
研
究
か
ら
日
本
の
家
計
部
門
の
利
子

弾
力
性
が
〇
・
一
三
で
あ
る
と
い
う
結
果
を
採
用
し
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
貯
蓄
課
税
の
強
化
が
貯
蓄
率
に

与
え
る
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。

石
川
︵
一
九
八
七
︶
で
は
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
経
済
全

体
の
金
融
貯
蓄
率
へ
の
影
響
は
〇
・
一
％
以
下
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
結
果
か
ら
、
貯
蓄
優
遇
税
制
を
廃
止
し

て
も
家
計
貯
蓄
率
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
と
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
分
析
は
貯
蓄
課
税
の
変
化
に
よ
っ

て
家
計
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
成
に
変
化
が
な
い
と
い

う
仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

滋
野
︵
一
九
九
七
︶

滋
野
︵
一
九
九
七
︶
は
、
一
九
八
八
年
の
貯
蓄
動
向
調

査
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
一
九
八
八
年
に
行
わ
れ
た

マ
ル
優
廃
止
と
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ル
優
の
設
定

が
、
家
計
の
貯
蓄
行
動
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
を
分

析
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
資
産
の
増
加
額
に
占

め
る
預
貯
金
の
増
加
額
の
割
合
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し

て
い
る
。
そ
し
て
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ル
優
の
対
象

家
計
で
は
そ
う
で
な
い
家
計
に
比
べ
て
預
貯
金
を
よ
り
増

加
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
金
利
が
こ
の
預
貯
金
増
加
割
合
に
与
え
る
影
響
も

分
析
し
、
マ
ル
優
の
対
象
外
家
計
が
マ
ル
優
廃
止
の
不
利

益
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て
税
引
き
後
金
利
の
高
い
預
貯
金

を
選
択
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
所

家計の金融資産と税制

─ 127 ─



得
階
層
ご
と
の
分
析
で
は
相
対
的
に
所
得
の
低
い
階
層
で

も
安
全
資
産
の
中
で
税
引
後
金
利
の
高
い
も
の
を
求
め
て

動
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
な
お
滋
野
︵
一
九
九
七
︶
で
は
土
地
評
価
額
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
。

松
浦
・
白
石
︵
二
〇
〇
四
︶

松
浦
・
白
石
︵
二
〇
〇
四
︶
の
第
九
章
﹁
税
制
と
資
産

選
択
︱
老
人
マ
ル
優
制
度
を
手
が
か
り
と
し
て
﹂
で
は
、

金
融
所
得
の
実
効
限
界
税
率
を
定
義
、
計
測
し
、
そ
の
税

率
と
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ル
優
制
度
が
家
計
︵
六
五

歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
︶
の
資
産
選
択
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
検
証
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
有
価
証
券
等
と
預
貯
金
の
需
要
額
に
税
制
が
与
え
る

影
響
、
金
融
資
産
に
占
め
る
有
価
証
券
シ
ェ
ア
と
預
貯
金

シ
ェ
ア
に
対
す
る
税
制
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
て

い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
郵
政
総
合
研
究
所
の
家

計
と
貯
蓄
に
関
す
る
調
査
の
一
九
九
六
年
の
個
票
デ
ー
タ

で
あ
る
。

分
析
に
よ
り
、
税
制
が
資
産
選
択
に
与
え
る
影
響
が
一

律
で
は
な
く
、
家
計
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
金
融
税
制
の
見
直

し
は
さ
ら
に
慎
重
な
実
証
の
う
え
に
立
っ
て
な
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

関
田
︵
二
〇
〇
五
︶

関
田
︵
二
〇
〇
五
︶
は
、
マ
ル
優
制
度
改
革
が
家
計
の

資
産
選
択
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
分

析
し
て
い
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
一
九
七
三
年

か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
貯
蓄
動
向
調
査
の
年
齢
階
級
別

の
集
計
デ
ー
タ
で
あ
る
。

関
田
︵
二
〇
〇
五
︶
は
、
利
子
・
配
当
・
株
式
譲
渡
所

得
に
課
さ
れ
る
実
効
税
率
を
一
九
七
三
年
か
ら
二
〇
〇
一

年
ま
で
計
測
し
、
一
九
八
八
年
以
前
は
マ
ル
優
対
象
資
産

が
マ
ル
優
対
象
外
資
産
よ
り
軽
課
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九

八
八
年
以
後
は
そ
れ
が
逆
転
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
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資
産
需
要
方
程
式
体
系
を
推
定
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
一

九
八
八
年
、
二
〇
〇
六
年
の
マ
ル
優
制
度
改
正
の
効
果
を

み
て
い
る
。
そ
し
て
両
改
正
と
も
マ
ル
優
制
度
対
象
資
産

か
ら
マ
ル
優
対
象
外
資
産
へ
の
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
が
、

一
九
八
八
年
改
正
に
比
べ
二
〇
〇
六
年
改
正
の
影
響
が
非

常
に
小
さ
く
、
改
革
の
効
果
が
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い

こ
と
を
示
し
た
。

鈴
木
︵
二
〇
〇
六
︶

鈴
木
︵
二
〇
〇
六
︶
は
マ
ル
優
制
度
の
廃
止
が
家
計
の

資
産
選
択
行
動
を
変
化
さ
せ
、
証
券
市
場
へ
の
投
資
が
促

進
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

一
九
八
八
年
の
マ
ル
優
制
度
改
正
時
の
効
果
を
定
量
的
に

分
析
し
、
二
〇
〇
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
マ
ル
優
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
用
い
ら

れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
郵
政
総
合
研
究
所
の
家
計
と
貯
蓄

に
関
す
る
調
査
の
一
九
八
八
年
の
個
票
デ
ー
タ
で
あ
る
。

分
析
の
結
果
、
マ
ル
優
廃
止
に
よ
っ
て
預
け
替
え
を
し

た
家
計
は
、
資
産
に
占
め
る
株
式
の
割
合
を
有
意
に
高
め

て
は
い
な
い
こ
と
、
株
式
投
信
・
公
社
債
投
信
、
一
時
払

い
養
老
保
険
の
割
合
を
有
意
に
高
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
預
け
替
え
を
し
た
家
計
は

全
体
の
一
一
％
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
計
部
門
全
体

の
影
響
と
し
て
は
わ
ず
か
な
効
果
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い

る
。ま

た
二
〇
〇
六
年
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ル
優
廃

止
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
変
化
に
直
面
す
る
対
象

者
が
一
九
八
八
年
時
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
い
こ
と
，
一
九

八
八
年
と
二
〇
〇
六
年
で
は
金
融
環
境
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
一
九
八
八
年
時
点
よ
り
も
さ
ら
に
影
響

は
小
さ
い
と
予
想
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

関
田
︵
二
〇
〇
七
︶

関
田
︵
二
〇
〇
七
︶
は
マ
ル
優
制
度
改
正
が
家
計
の
金

融
資
産
選
択
に
与
え
た
影
響
を
検
証
し
て
い
る
。
用
い
ら

れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
一
九
八
八
年
に
実
施
さ
れ
た
金
融
広
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報
中
央
委
員
会
︵
旧
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
︶
に
よ
る
貯

蓄
に
関
す
る
世
論
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
で
あ
る
。

関
田
︵
二
〇
〇
七
︶
で
は
金
融
資
産
の
保
有
確
率
に
は

一
九
八
八
年
の
改
正
の
影
響
が
見
ら
れ
た
が
、
資
産
需
要

に
関
し
て
は
ど
の
金
融
資
産
に
も
改
正
の
影
響
が
見
ら
れ

ず
、
家
計
の
資
産
選
択
行
動
に
与
え
た
影
響
は
限
定
的
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
結
果
と
二
〇
〇
六
年
の

マ
ル
優
制
度
改
正
で
は
影
響
を
受
け
る
家
計
が
一
九
八
八

年
の
と
き
よ
り
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
六
年
の
マ

ル
優
制
度
改
正
は
家
計
全
体
の
資
産
構
成
に
ほ
と
ん
ど
影

響
を
与
え
な
か
っ
た
と
予
想
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
預
貯
金
か
ら
株
式
な
ど
へ
の
資
産
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
に

は
貯
蓄
優
遇
税
制
を
廃
止
す
る
だ
け
で
な
く
証
券
投
資
に

対
す
る
税
制
優
遇
措
置
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

四
、
ま
と
め

図
表
２
は
、
サ
ー
ベ
イ
し
た
文
献
を
分
析
に
用
い
て
い

る
デ
ー
タ
︵
集
計
デ
ー
タ
か
、
個
票
デ
ー
タ
か
︶
と
分
析

対
象
資
産
︵
金
融
資
産
の
み
か
、
実
物
資
産
も
考
慮
し
て

い
る
か
︶
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
一
九
八
〇
、
九
〇
年
代
は
集
計
デ
ー
タ
に
よ
る
分

析
が
主
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
個
票
デ
ー
タ

が
分
析
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

一
九
八
〇
、
九
〇
年
代
は
実
物
資
産
も
含
め
た
研
究
が
多

か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

図
表
３
は
、
資
産
需
要
関
数
や
貯
蓄
関
数
を
推
定
し
そ

の
結
果
か
ら
マ
ル
優
廃
止
の
影
響
を
分
析
し
た
文
献
を
取

り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
３
の
集
計
デ
ー
タ
の
欄
に

あ
る
四
つ
の
文
献
は
す
べ
て
実
物
資
産
を
考
慮
し
た
分
析

で
あ
る
。
そ
し
て
四
つ
す
べ
て
の
文
献
で
マ
ル
優
廃
止
が
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図表３ マル優制度を廃止した場合の影響

株式や実物資産の需要量が減少し、総資産需要も大きく減少す

る。

個票データ

石川（1987）

金融資産需要が減少するがそれ以上に実物資産の需要が増加し、

資産需要全体としては正の効果。
橋本他（1989）

金融資産貯蓄が減少し実物資産投資が増加する。金融資産間では

郵貯などから株式などにシフトする。
小川（1989）

家計貯蓄率にほとんど影響を与えない。

ホリオカ（1987）

集計データ

貯蓄の水準は不変だが、マル優対象資産から対象外資産（株式、

土地）へのシフトが起こる可能性がある。

主な分析結果文 献

福重（1994）

図表２ 家計の金融資産と税制（マル優）に関する実証分析

金融資産と実物資産を対象

とした分析

ホリオカ（1987）

小川（1989）

橋本他（1989）

福重（1994）

滋野（1997）

金融資産のみを対象とした

分析

吉野（1984）

岩本他（1995）

関田（2005）

集計データ

石川（1987）

松浦・白石（2004）

鈴木（2006）

関田（2007）

個票データ



実
物
資
産
の
需
要
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

以
上
か
ら
、
税
制
の
与
え
る
資
産
選
択
の
影
響
に
つ
い

て
も
今
後
は
実
物
資
産
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
た
研
究
の
蓄

積
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
一
橋
大
学
の
祝
迫

得
夫
准
教
授
は
﹁
家
計
の
資
産
選
択
に
関
す
る
最
近
の
研

究
を
踏
ま
え
る
と
、
株
式
投
資
拡
大
に
は
資
本
市
場
の
環

境
整
備
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
非
金
融
資
産
、
特
に
不
動

産
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
制
度
改
革
が
必
要
だ
﹂︵
日
本

経
済
新
聞
、
二
〇
〇
七
年
三
月
六
日
、
経
済
教
室
︶
と
指

摘
し
て
い
る
。

図
表
４
は
、
実
際
の
マ
ル
優
制
度
の
改
正
の
影
響
を
分

析
し
た
文
献
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る

と
マ
ル
優
制
度
の
改
正
が
家
計
の
金
融
資
産
間
の
配
分
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
冒
頭
で

も
指
摘
し
た
が
、
マ
ク
ロ
で
み
る
と
家
計
の
金
融
資
産
の

保
有
形
態
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
各
家
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図表４ 1988年のマル優制度改正の影響

高齢者を対象としたマル優の対象家計ではそうでない家計に比べ

て預貯金をより増加させている。

鈴木（2006）
家計は資産に占める株式投信などの割合を有意に高めてはいる

が、家計部門全体にはわずかな影響しかない。

関田（2007） 家計の資産選択行動に与えた影響は限定的。

関田（2005）
家計の金融資産はマル優制度対象資産から対象外資産へシフトし

た。

個票データ

高齢世帯は平均的な世帯に比較して利子所得を産む資産保有を相

対的に増加させた。
岩本他（1995）

集計データ

主な分析結果文 献

滋野（1997）



計
の
金
融
資
産
構
成
が
変
化
し
、
そ
れ
が
相
殺
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
松
浦
・
白
石
︵
二
〇
〇
四
︶
で

も
、
税
制
が
資
産
選
択
に
与
え
る
影
響
が
一
律
で
は
な

く
、
家
計
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
マ
ク
ロ
の
観
点
だ
け
で
な

く
、
各
家
計
の
資
産
選
択
の
変
化
に
よ
り
注
目
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
年
の
証
券
税
制
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
実
証
研

究
が
必
要
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
マ
ル
優
制
度
に
関

す
る
実
証
分
析
を
サ
ー
ベ
イ
し
た
。

明
ら
か
に
な
っ
た
点
と
し
て
は
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
分
析
に
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
集

計
デ
ー
タ
か
ら
個
票
デ
ー
タ
に
中
心
が
移
っ
て
い
る
こ

と
。
二
点
目
は
、
近
年
実
物
資
産
を
含
ん
だ
分
析
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
三
点
目
は
、
マ
ル
優
が
実
物

資
産
の
需
要
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ

と
。
四
点
目
は
、
マ
ル
優
が
各
家
計
の
金
融
資
産
選
択
に

影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
近
年
の
証
券
税
制
改
革
の
影
響
を
実
証
分

析
す
る
場
合
、
実
物
資
産
へ
の
影
響
な
ど
幅
広
く
考
慮
す

る
こ
と
、
マ
ク
ロ
の
観
点
だ
け
で
な
く
各
家
計
の
資
産
選

択
の
変
化
に
よ
り
注
目
し
て
い
く
こ
と
、
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。
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